
豊中みどりの交流会（全体会議のご案内） 

次回は、下記日程で開催します。 

ふるってご参加ください 

■日時：2010年２月１４日（日）10:00～12:00 

■場所：花とみどりの相談所(豊島公園内) 

■内容：☆話題提供 泉佐野丘陵緑地での取組み 

☆各プロジェクト活動について 

☆意見交換会 

 

豊中みどりだよりは、み
．
んなで、ど

．
んどん、

り
．
ょっか（緑化）しよう！という意味を込め

て、豊中市でみどり活動を進められている方

に向けて発信するニュースです。 
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２
０
０
９
年
の
交
流
会
活
動
を
振

り
返
っ
て
、
私
が
印
象
深
い
も
の
を

２
つ
挙
げ
る
と
「
み
ど
り
の
カ
ー
テ

ン
つ
く
り
」
と
「
ふ
れ
あ
い
広
場
Ｓ

Ｅ
Ｅ
Ｄ
」
の
整
備
で
す
。 

み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
で
は
大
池
小

学
校
の
お
手
伝
い
を
し
て
、
ま
た
フ

ォ
ー
ラ
ム
の
会
場
に
予
定
さ
れ
た
こ

と
も
あ
り
、
一
喜
一
憂
で
見
守
り
ま

し
た
。
夏
休
み
に
は
立
派
に
成
長
し

た
ゴ
ー
ヤ
の
日
蔭
で
子
供
た
ち
と
収

穫
し
た
時
は
、
こ
の
上
も
な
い
喜
び

で
し
た
。
毎
年
４
年
生
に
引
き
継
い

で
行
き
た
い
と
の
お
話
で
、
地
域
に

も
広
が
る
モ
デ
ル
に
な
れ
ば
と
期
待

し
て
い
ま
す
。 

 

Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
広
場
は
、
保
育
園
、
幼

稚
園
、
小
学
生
が
野
外
で
「
み
ど
り

の
活
動
体
験
広
場
」
と
し
て
広
く
活

用
で
き
る
よ
う
に
、
更
に
充
実
し
た

整
備
を
提
案
し
、
市
と
共
に
協
働
で

進
め
る
事
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

（
運
営
委
員 

籔
本
） 

編
集
後
記 

 

花苗プロジェクト 

秋蒔きの育苗活動で種から育てた花苗は、ゴーヤを

育てていただいた小学校や、私たちの活動場所に配付

し、植え付けていただきました。 

現在、私たちの活動拠点である「ふれあい広場ＳＥ

ＥＤ」整備の一環として、花壇作りに取り組んでいま

す。私たちが育てた挿し芽や花苗を、手作りの花壇に

植え付けて、多くの方が集える「みどりの交流会の顔」

となるような場にするため頑張っています。ぜひ、一

度現地を見に来てください！！ 

地域緑 Book プロジェクト 

みどりの活動をされている団体に体験参加して、地

域緑 Bookを作成しています。 

昨年 9月の活動にお邪魔した竹炭塾は、豊中市内の

竹林の保全活動を行う一方、竹のリサイクルとして、

竹炭焼きの取り組みを続けています。 

能勢町にある豊中市立青少年自然の家「わっぱる」

において、竹炭づくりを行うほか、能勢の自然観察や

天体観測、地域の資源を活かしたイベント（芋ほり・

栗拾い等）を行っています。 

「うちの団体の活動を取材してほしいな～」とい

う、ご希望がありましたら、お知らせください。 

みどりのカーテン･プロジェクト 

「みどりのカ−テン」づくり運動も昨年は 23 小学

校、10施設で取り組んで頂きました。 

ゴ−ヤを育てる基本として、朝、夕の水やり体制も、

子供たちの意識の高揚と関係機関との連携により確

実に実施され、各学校、各施設で大変立派なゴ−ヤと

みどりのカ−テンができました。初めての取り組みと

してマンション自治会との連携でマンションベラン

ダでも育てていただきました。昨年 12 月開催の環境

展をご覧になった関係者から、うちの施設でも取り組

みたいとの申し出も頂きました。2010 年度もみなさ

まのご参加をお待ちしています。 

 

みどりの学習プロジェクト 

みどりの学習プロジェクトでは、フォーラムに出展

していただいた小学校のパネルを元に、ヒント集の別

冊を発行します。ご入用の方は事務局までご連絡くだ

さい。また、各種見学会や研修のご案内も随時いたし

ますので、どしどし参加ください。 

また、ツアー等の企画持ち込みもお待ちしています

ので、「あそこの屋上緑化が見たい」「こっちの公園が

見たい」等ありましたら、ぜひお寄せください。 

 

豊中みどりの交流会 

-こんな活動やっています- 

 

 

豊中みどりの交流会 2009 

～つたえよう“みどり”の和～ 

特集  第４回みどりのフォーラム 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊中みどりの交流会 2009 を開催しました！ 
■「つたえよう‘みどり’の和」をテーマに１０月３１日、豊中市立大池小学校で開催しました。 

おかげさまで、150名を越える入場者があり、盛況のうちに終えることができました。 

▼小学生ワークショップ：醍醐孝典さん（㈱ｓｔｕｄｉｏ-Ｌ）、大池小学校、西丘小学校、蛍池小学校、豊中みどりの交流会 

▼事例発表：大池小学校、西丘小学校、蛍池小学校、庄内西小学校、豊中みどりの交流会、豊中市 

▼パネル展示：市内小学校（19校：克明･桜塚･大池･蛍池･桜井谷･中豊島･豊島･原田･小曽根･豊南･上野･庄内･庄内西・野田・

東豊中・豊島西・西丘・箕輪・寺内）、ひかり保育園、豊南保育所、本町保育所、豊中緑化リーダー会、小曽根病院、

パナソニック㈱、パナホーム㈱、Ｊ：ＣＯＭ、リサイクル工房竹炭塾、親和自治会、どんぐり山を守り育てる会、上野連合花壇同好会、

三ツ池台マンション管理組合､なにわエコ･クラブ、豊中駅前まちづくり推進協議会、豊中親和会みらい、 

豊中愛和会あすなろ、豊中きらら福祉会きらら作業所、豊中市民環境会議アジェンダ２１、 

豊中みどりの交流会、きんき環境館、(財)大阪府みどり公社、柴原体育館、豊中市         （順不同） 

▼イベント：写真アート展、花苗の植え付け体験、竹細工体験 

   

   

か
た
つ
む
り
の
ひ
と
り
ご
と 

｢

一
村･

一
品
知
恵
の
環
づ
く
り｣

事
業
に
参
加
し
ま
し
た
！ 

大
阪
府
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ

ン
タ
ー
が
主
催
す
る
、
「
一
村･

一
品
知
恵
の

環
づ
く
り
」
事
業
に
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン･

プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
応
募
し
ま
し
た
。
書
類
選
考
を

通
過
後
、
１１
月
７
日
に
万
博
記
念
公
園
で

行
わ
れ
た
大
阪
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
大

阪
府
の
代
表
を
め
ざ
し
発
表
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
最
優
秀
賞
は
逃
し
ま
し
た

が
、
奨
励
賞
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
事
業
は
「
事
業
仕
分
け
」
に
よ
り
廃

止
と
な
り
、
今
年
度
限
り
で
終
了
す
る
と
の

事
。
ち
ょ
っ
と
残
念
な
気
が
し
ま
す
が
、
交

流
会
で
は
、
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
を
は
じ
め
、

各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
来
年
度
も
継
続
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

第８号 
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小学生ワークショップ 

醍醐：みどりとの関わりを考える上で、小学生の皆さん

が「楽しむこと」は非常に大事。また、「気付いた

こと」「感動したこと」や、「苦労したこと、大変

だったこと」などもあれば話してください。 

 

 

 

 

 

 

 

小学生：ゴーヤが緑から黄色になることは知らなかった

し、ゴーヤにも花があるなんて知らなかった。

水遣りが大変だった。理科のことがすごく楽し

くなったり、色んなふうにゴーヤのお陰で得意

なことが増えた。夏頃になるとすごく毎日伸び

ているのが目に見えるくらい分かったので感動

した。 醍醐：私が今回の取り組みで大事だと感じたことは、小

学校で児童の皆さんが何を楽しんで何に感動した

かということ。家庭に持ち帰ったという話もある

が、地域あるいは家庭とのつながりが生まれるた

めには、児童の皆さんが楽しかったとか、気付い

たんだよとか、感動したんだよとか、そこが大事

だということをすごく感じた。 

交流会：“豊中市に花とみどりを増やしましょう”という

中で、こんなかわいらしい後継者ができたとい

ことで、大変嬉しく思っている。あなた方の体

なので、大事に育てていってほしいと思う。 

醍醐：小学校の発表の中で気付いたことがある。共通し

たキーワードが出てきた。「イリエサン」という言

葉。これはすごく面白いし良いことだと感じた。

地域の方の名前を固有名詞で児童の皆さんが気さ

くに「ありがとう」と感謝の気持ちを込めて名前

を呼ぶ。そういうことは最近難しい時代になって

いる。小学校の安全性とか言われる世の中で、地

域のおじちゃんの名前を挙げて、素直に「ありが

とう」と言える関係というのは、この取り組みを

通じて生まれている。本当に基本的なことだが、

すごく大事なことだと思う。 

先生：みどりの交流会の方々が来られて植え付けをした

日に「ゴーヤがたくさん生るからね」と言われて

子どもたちが目を輝かせてすごく楽しみにしてい

たことを覚えている。地域の方々の協力もいただ

いているんだなということを改めて感じた。 

交流会：ご近所のコミュニケーション、人の輪を大事にし

たい。やさしい気持ちで花に接するように人の和

をどんどん広げていきたいと思っている。 

醍醐：地域のみどりや公園をこれからは市民一人一人が

使いこなしていく。量も重要だが、それだけでは

地域の人たちの幸せにはつながらない。増えたみ

どりをどう使いこなしていくかということがこれ

からは問われていく時代だと思う。今回小学生、

市民活動の地道な取り組みで、みどり豊かなまち

づくりになっていくのかなと思う。 

●醍醐 孝典 さん（株式会社 ｓｔｕｄｉｏ－Ｌ） 

昭和 51 年生まれ。大阪府立大学大学院農学生命科学研究科修了。兵庫県農林水産部、京都

市景観・まちづくりセンターを経て、平成 18 年より株式会社 studio-L 勤務。「まち」や「公

園」、「緑」などテーマとしたワークショップに数多く携わっている。「水都大阪 2009」では

小学生を対象に、中之島公園に展示するアート作品の制作ワークショップを展開している。 

特集 : 豊中みどりの交流会2009 

小学生ワークショップ概要「みどりのカーテンづくりを通して」 

コーディネーター 醍醐氏による講演 
◎「コンクリート」から「人」へ 

これからは新しい公共物を造っていくことは難しい時代になってきている。国も地方公共団体も今まで造ってきた公共施

設を維持・管理する時代になってきた。 

◎「みどり豊かなまち」とは？ 
これまではまちに「みどりの量を増やす」こと、市民一人あたりの公園の面積を増やすことだった。しかし、これから人

口が減少していく時代では、当然人口一人当たりの公園の面積は増えていく。最近は、公園を造るというよりも、みどり

をどう利用していくかがテーマになってきた。今ある物を市民一人ひとりが、どう使いこなしていくか、そんな時代にな

ってきた。今後は、市民一人ひとりがまちのみどりを使いこなすという視点に立って、使い方、楽しみ方を次世代へどう

やってつないでいくかが課題に。地域の子どもたちに、小学校、中学校、幼稚園などと手をつないで、どうみどりを伝え

ていくのか。どう継承していくかについて考える必要がある。 

◎楽しさ・気付き・感動を大事にしたい 
最近、子どもたちが外に出ない、外で遊ばないと言われている。これまで公園を造ることばかり考えて、使い方は考えて

こなかったという反省が我々にはある。次世代に「みどりの楽しみ方」を伝えることが大事である。 

         

最
初
、
体
育
館
の
舞
台
の
上
に
立
っ
て

発
表
す
る
な
ん
て
、
少
し
も
思
っ
て
い
な

か
っ
た
で
す
。
突
然
だ
っ
た
か
ら
、
一
気

に
体
が
固
ま
り
ま
し
た
。 

 

私
は
、
植
物
が
好
き
で
す
。
中
で
も
、

ゴ
ー
ヤ
の
よ
う
に
、
つ
る
が
あ
る
の
は
、

お
も
し
ろ
く
て
好
き
で
す
。 

 

「
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
づ
く
り
」
の
発

表
は
、
緊
張
し
ま
し
た
が
、
み
ん
な
と
一

緒
に
発
表
し
て
、
多
く
の
人
々
に
私
た
ち

の
活
動
を
知
っ
て
も
ら
う
の
は
、
と
て
も

楽
し
か
っ
た
で
す
。
本
番
は
、
短
い
時
間

で
す
べ
て
を
話
す
と
い
う
の
は
少
し
難

し
か
っ
た
け
れ
ど
、
多
く
の
人
々
に
ゴ
ー

ヤ
の
こ
と
、
私
た
ち
の
活
動
の
こ
と
を
知

っ
て
も
ら
え
て
す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ

ば
、
ず
っ
と
や
り
た
い
し
、
ゴ
ー
ヤ
の
こ

の
活
動
を
も
っ
と
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
い
た
い
で
す
。 

蛍
池
小
学
校
感
想
文 

・
ゴ
ー
ヤ
が
お
い
し
か
っ
た
か
ら
発
表

し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
発
表
の
と
き

は
、
ち
ょ
っ
と
緊
張
し
た
け
ど
楽
し
か

っ
た
。
お
母
さ
ん
も
笑
っ
て
い
ま
し

た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
出
て
よ
か
っ
た
と

思
い
ま
し
た
。 

・
お
客
さ
ん
の
前
で
や
る
の
が
、
ち
ょ

っ
と
は
ず
か
し
か
っ
た
け
ど
、
ち
ゃ
ん

と
言
え
ま
し
た
。
終
わ
っ
て
か
ら
竹
で

い
ろ
ん
な
も
の
を
作
り
ま
し
た
。
楽
し

か
っ
た
し
、
自
分
で
竹
を
切
れ
た
の
で

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。 

・
発
表
は
緊
張
し
た
け
ど
う
ま
く
言
え

ま
し
た
。
終
わ
っ
て
か
ら
花
の
苗
を
も

ら
い
ま
し
た
。
輪
投
げ
を
つ
く
っ
て
も

ら
い
、
下
の
部
分
は
自
分
で
竹
を
切
っ

た
り
形
を
作
っ
た
り
し
ま
し
た
。
面
白

か
っ
た
で
す
。 

西
丘
小
学
校
感
想
文 

私
た
ち
は
「
み
ど
り
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
で
ゴ
ー
ヤ
を
育
て
て
み
ど
り
の

カ
ー
テ
ン
を
作
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

発
表
し
ま
し
た
。
毎
日
、
水
や
り
を

し
て
大
き
な
カ
ー
テ
ン
が
で
き
る
よ

う
に
が
ん
ば
っ
た
こ
と
や
教
室
が
涼

し
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
を
一
番
伝

え
た
か
っ
た
で
す
。
知
ら
な
い
人
の

前
で
発
表
す
る
の
で
と
て
も
緊
張
し

た
け
ど
ほ
か
の
学
校
の
人
た
ち
が
発

表
し
て
い
る
の
を
見
る
と
私
た
ち
も

し
っ
か
り
が
ん
ば
ろ
う
と
思
い
ま
し

た
。
自
分
た
ち
と
違
う
取
り
組
み
の

発
表
を
聞
い
て
す
ご
い
と
思
い
ま
し

た
。
最
後
に
お
花
を
も
ら
っ
た
り
、

竹
細
工
の
植
木
鉢
を
作
っ
て
も
ら
っ

た
り
し
ま
し
た
。
も
ら
っ
た
お
花
は

今
す
ご
く
育
っ
て
い
ま
す
。 

これらのパネルは環境展にも出展しました 

大池小学校感想文 

 

庄
内
西
小
学
校
感
想
文 

・
水
や
り
を
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
り

っ
ぱ
な
ゴ
ー
ヤ
に
な
る
よ
う
に
お
願

い
し
ま
し
た
。 

・
学
校
に
き
て
朝
顔
に
水
や
り
を
や

り
終
わ
っ
た
後
、
ゴ
ー
ヤ
に
も
水
を

や
っ
た
の
で
大
き
く
育
ち
ま
し
た
。 

・
大
き
く
育
っ
て
、
き
れ
い
で
し
た
。 

・
つ
る
が
め
ち
ゃ
の
び
て
、
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
で
か
い
ゴ
ー
ヤ
が
で

き
ま
し
た
。 

          

昨
年
は
カ
ー
テ
ン
ま
で
い
か
ず
。
今

年
反
省
を
生
か
し
、
一
年
生
が
水
遣

り
を
が
ん
ば
り
大
成
功
。
チ
ャ
ン
プ

ル
ー
他
、
色
々
な
メ
ニ
ュ
ー
で
お
い

し
く
食
べ
ま
し
た
。
（
カ
レ
ー･

ハ
ン

バ
ー
グ･

サ
ラ
ダ･

ス
パ
ゲ
テ
ィ
ー
…
）

涼
し
く
て
、
ご
ち
そ
う
さ
ま
！ 

 


